
第１編　基 本 事 項
Ⅰ．概　　要

１．用語の定義等
本利用細則は、振替社債等資金同時受渡関係事務についての日本銀行金融ネットワークシステム（以下「日銀ネット」といいます。）の利用を認められた金融機関等店舗が、日銀ネットを利用して振替社債等資金同時受渡関係事務を行う場合に使用します。
本利用細則で使用する用語の定義については、「日本銀行金融ネットワークシステム利用基本規則」、「当座勘定(同時決済口)に関する規則」、「振替社債等資金同時受渡関係事務についての日本銀行金融ネットワークシステムの利用に関する規則」、本利用細則以外の他の「日本銀行金融ネットワークシステム利用細則」（以下「利用細則」といいます。）、その他日本銀行が定めた規則等によります。
２．利用先が行う事務の概要
（１）通常口払込依頼
資金払込先は、株式会社証券保管振替機構（以下「機構」といいます。）から、自己を資金払込先とする入金依頼が行われた場合には、次表に掲げる業務処理区分コードに応じた所定の端末操作手順に従い、日本銀行に対して、入金依頼の内容にもとづき、資金受渡金額を自己の当座勘定から引落し、これを日本銀行に払込むことの依頼（以下「通常口払込依頼」といいます。）を行うことができます。
この場合、通常口払込依頼のための電文において、指定することができる取引実行日は、当該電文の送信日に限ります。
	業務処理区分名
	業務処理区分
コード

	大区分
	中区分
	小区分
	

	振替社債等ＤＶＰ
	払込依頼（振替社債等）
	払込依頼（振替社債等）
	261201


（２）同時決済口払込依頼

資金払込先は、機構から、自己を資金払込先とする入金依頼が行われた場合には、次表に掲げる業務処理区分コードに応じた所定の端末操作手順に従い、日本銀行に対して、入金依頼の内容にもとづき、資金受渡金額を自己の当座勘定（同時決済口）から引落し、これを日本銀行に払込むことの依頼（以下「同時決済口払込依頼」といいます。）を行うことができます。

この場合、同時決済口払込依頼のための電文において、指定することができる取引実行日は、当該電文の送信日に限ります。また、資金払込先は、同時決済口払込依頼を行う場合には、優先度区分として「優先」または「通常」を指定します。
	業務処理区分名
	業務処理区分
コード

	大区分
	中区分
	小区分
	

	振替社債等ＤＶＰ
	払込依頼（振替社債等）（同時決済口）
	払込依頼（振替社債等）（同時決済口）
	261301


（３）払込依頼等の不実行

資金払込先は、機構から、自己を資金払込先とする入金依頼が行われた場合において、通常口払込依頼または同時決済口払込依頼（以下「払込依頼等」といいます。）を行わないときは、所定の端末操作手順（業務処理区分コード：261202）に従い、日本銀行に対して、払込依頼等の不実行の通知を行うことができます。

（４）同時決済口払込依頼の取消
資金払込先は、所定の端末操作手順（業務処理区分コード：262101）に従い、自己を資金払込先とする待ち行列に待機中の同時決済口払込依頼について、受付番号を指定して取消を行うことができます。
（５）照会
資金払込先および資金受入先は、日銀ネットを利用して、次表に掲げる照会を行うことができます。
	業務処理区分名
	業務処理区分

コード

	大区分
	中区分
	小区分
	

	振替社債等ＤＶＰ
	照会
	資金払込未了明細
	264101


（６）入力時間帯等
イ、入力時間帯
資金払込先または資金受入先が、振替社債等資金同時受渡関係事務のための電文を送信することができる時間帯は、次表に定めるとおりです。
　（日本銀行本店を日銀ネット主管店とする利用先）
	業務処理区分名
	業務処理区分
コード
	入力時間帯

	
	
	開始時刻（注）
	締切時刻（注）

	払込依頼（振替社債等）
	261201
	午前9：00
	午後5：00
（午後6：00）

	払込依頼（振替社債等）（同時決済口）
	261301
	
	

	払込依頼（振替社債等）不実行
	261202
	
	

	取消（払込依頼（振替社債等））
	262101
	
	

	資金払込未了明細
	264101
	午前7：30
（午前6：30）
	午後10：00


（注）（）内は延長日の時刻を示します。
（日本銀行支店を日銀ネット主管店とする利用先）
	業務処理区分名
	業務処理区分
コード
	入力時間帯

	
	
	開始時刻（注）
	締切時刻（注）

	払込依頼（振替社債等）
	261201
	午前9：00
	午後5：00

（午後6：00）

	払込依頼（振替社債等）（同時決済口）
	261301
	午前9：00
	午後4：30

（午後5：30）

	払込依頼（振替社債等）不実行
	261202
	
	午後5：00

（午後6：00）

	取消（払込依頼（振替社債等））
	262101
	
	午後4：30

（午後5：30）

	資金払込未了明細
	264101
	午前7：30

（午前6：30）
	午後10：00


（注）（）内は延長日の時刻を示します。

ロ、入力延長

（イ）入力延長の依頼

資金払込先は、やむを得ない事由により入力時間帯において電文の送信を終了する見込みがなく、かつその日のうちに当該電文の送信を行う必要がある場合には、事前に電話により機構経由で日本銀行本店（業務局統括課業務運行統括グループ）に入力延長の依頼を行ってください。この場合、日本銀行は入力延長の事由等を聴取します。
なお、入力延長の依頼については、延長の必要性を認識した後直ちに行うようにしてください。日本銀行は、入力延長の依頼の受付を、原則として電文の送信を締切る時刻の３０分前に締切ります。

（ロ）入力延長の許可
日本銀行は、入力延長を許可した場合には、その旨を機構に連絡します。

（ハ）入力延長の停止
機構は、入力延長の依頼を行った資金払込先において、所要の電文の送信が終了した場合には、速やかに日本銀行本店（業務局統括課業務運行統括グループ）あてにその旨を連絡してください。
日本銀行は、当該連絡を受けた場合には、入力延長の停止予定時刻到来前であっても入力延長を停止します。また、機構からの連絡がない場合でも、入力延長の停止予定時刻が経過したときは入力延長を停止します。

（７）当日処理終了および当日処理終了取消

イ、当日処理終了
　　資金払込先は、当座勘定取引における当日処理終了を行った場合には、当該日における次表に掲げる業務処理区分の電文を送信することができなくなります（当該電文の送信を行った場合には、エラーとなります。）。当座勘定取引における当日処理終了については、利用細則（共通事務）、利用細則（当座勘定取引）および利用細則（当座勘定（同時決済口）取引関係事務）を参照してください。
	利用業務
	業務処理区分名
	業務処理区分

コード

	振替社債等資金同時受渡関係事務
	払込依頼（振替社債等）
	261201

	
	払込依頼（振替社債等）（同時決済口）
	261301


《 振替社債等資金同時受渡関係事務における当日処理終了の対象の業務処理区分 》(注)

（注）当日処理終了を行う前または当日処理終了取消を行った後であっても、（６）イ、に定める入力時間帯の締切時刻が到来している電文は送信することができません。
ロ、当日処理終了取消
資金払込先は、当座勘定取引における当日処理終了取消を行った場合には、当該日におけるイ、に定める業務処理区分の電文を送信することが可能となります。当座勘定取引における当日処理終了取消については、利用細則（共通事務）、利用細則（当座勘定取引）および利用細則（当座勘定（同時決済口）取引関係事務）を参照してください。
３．日本銀行が行う処理の概要
　　
日本銀行において、資金払込先から同時決済口払込依頼を受付けた場合に行う処理等の詳細については、利用細則（当座勘定（同時決済口）取引関係事務）を参照してください。その他、日本銀行が行う自動取消にかかる処理については、次の各号に定めるとおり取扱います。
（１）待機中の同時決済口払込依頼の取消

日本銀行は、「払込依頼（振替社債等）（同時決済口）」の入力締切時刻（注）（以下「払込依頼（同時決済口）入力締切時刻」といいます。）が到来した場合において、待ち行列に待機中の同時決済口払込依頼があるときは、当該同時決済口払込依頼の取消を行います。

　　　この場合、日本銀行は、資金払込先および資金受入先に対して、当該取消を行った旨を通知します。
　　（注）日本銀行が、入力延長を許可した場合には、当該入力延長が停止された時刻をいいます。以下同じです。
（２）入金依頼の取消
日本銀行は、（１）の取消を行った後、次の各号に掲げる入金依頼（払込依頼等の不実行が行われていないものに限ります。）がある場合には、当該入金依頼の取消を行います。
この場合、日本銀行は、機構、資金払込先および資金受入先に対して、当該取消を行った旨を通知します。

イ、通常口払込依頼にもとづく資金払込先の当座勘定の引落および当該通常口払込依頼により特定される入金依頼にもとづく資金受入先の当座勘定の入金が行われていないもの

　　ロ、同時決済口払込依頼にもとづく資金払込先の当座勘定（同時決済口）の引落および当該同時決済口払込依頼により特定される入金依頼にもとづく資金受入先の当座勘定（同時決済口）の入金が行われていないもの

４．決済番号
決済番号は、機構が個々の入金依頼に付す16桁の番号です。日本銀行は、当該番号によって入金依頼を特定します。
５．受付番号
日本銀行は、資金払込先から同時決済口払込依頼を受付けた場合には、この依頼のための電文を受信した順序に従い、当該電文の送信日ごとに受付番号を付します。詳細については、利用細則（当座勘定（同時決済口）取引関係事務）を参照してください。

６．日銀ネット障害時等の取扱い
　　　資金払込先または資金受入先は、日銀ネットの障害その他の事由により、振替社債等資金同時受渡関係事務にかかる日銀ネットの利用ができない場合には、速やかにセンターに連絡し、その指示に従ってください。

資金払込先または資金受入先は、日銀ネットの障害が発生した場合には、利用細則（共通事務）第１編Ⅵ．に定めるところにより取扱うこととなりますが、日本銀行は、その障害の状況に応じ、必要な取扱いを資金払込先または資金受入先に対して、指示することがあります。

また、障害が復旧した場合には、その旨を速やかにセンターに連絡してください。
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